
 

平成 30 年度 事業報告書 
 

事業の状況 

①  第11回<風戸賞>受賞者の受賞講演会を日本顕微鏡学会／第74回記念学術講演会内(久留米シティプ

ラザ)において実施。 

② 第 12 回<風戸賞>は、原則として満 45 歳以下の研究者を対象として公募、選考の上、総額 

2,000,000 円を贈呈。 

③ 第 12 回<風戸研究奨励賞>は、原則として満 35 歳以下の研究者を対象として公募、選考の上、 

総額 6,000,000 円を贈呈。 

④ 第 12 回<風戸賞>・<風戸研究奨励賞>受賞者 4名に対し、平成 31 年 3 月 2 日（土）経団連会館 

カンファレンスにて授賞式を実施。 

・平成 30 年度<風戸賞>・<風戸研究奨励賞＞被贈呈者 

＜風戸賞＞ 

 荒川 聡子 殿 東京医科歯科大学 難治疾患研究所 講師 

「超微形態学を用いた新規オートファジーの発見」 

杉本 宜昭 殿 東京大学 大学院 新領域創成科学研究科 准教授 

「原子間力顕微鏡（AFM）を用いた単原子分子の計測・制御技術の開発」 

＜風戸研究奨励賞＞ 

井上 大介 殿 アリゾナ州立大学 バイオデザイン研究所 博士研究員 

   「DNA オリガミを用いた細胞骨格微小管のデザイン」 

大井 崇生 殿 名古屋大学 大学院 生命農学研究科 助教 

   「三次元電子顕微鏡法を用いたイネ科塩腺の機能形態の解明」 

林  永昌  殿 産業技術総合研究所 ナノ材料研究部門 研究員 

   「電子らせん波を利用した単原子磁気モーメントの研究」 

栃木 栄太 殿 東京大学 大学院 工学系研究科 助教 

   「原子分解能その場 TEM 機械試験法による局所変形・破壊現象の解析」                                        

 

以上  


